
管内視察の報告
市内施設の現状を把握するため、委員会で現地視察を行いました。
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市内施設を
視察しました！

　2000 年 4 月、那加西市場町の権現山のふもとという自然
豊かな場所に、社会福祉法人美谷会が特別養護老人ホーム（定
員 70 名、ショートステイ 20 名）として開設しました。軽費
老人ホーム、デイサービスセンター等も併設し、高齢者の暮
らしをサポートする施設となっています。その後、2008 年
9 月に特別養護老人ホームを増築し、30 床を増床しました。

ていますが、現在も約 50 名いるとのことで待機者ゼロに向けた施策を講じることや、介護人材の育成などに官民
連携で取り組む必要性を感じました。

施設紹介

所　 感

民生常任委員会 (5/16)

通常時は多くの利用者で賑わっている施設内

飛鳥美谷苑

　今年 4 月、川崎重工業㈱岐阜工場の駐車場の一角に事業所
内保育所として新しく開設されました。地域住民と川崎重工
業㈱社員の子どもたちの預かり事業を展開しており、定員は
21 名（３歳未満児）、その他一時預かり施設も併設しています。

　核家族化に共働きの時代、子ども連れ出勤を可能にする事業所内保育所は預かり時間も長く、仕事と家庭の両立
にメリットが大きいと評価し、同様の取り組みを大いに期待します。

施設紹介

所　 感

玄関すぐに設置されているブルーインパルスの模型

kawasaki そらっこ保育園

　施設内は利用者目線で整備され、随所に配慮が感じられま
した。現在、特別養護老人ホームは満床で、入所待機者はピー
ク時の 100 名と比較すると同様の施設の増加等により減少し

　航空宇宙に関連する同社ならではのデザインや作りこみを
園内随所で確認できました。玄関フロアにはブルーインパル
スの模型展示、遊戯室の壁面には同社の製作機をモチーフに
した飛行機が描かれるなど、広々とした室内と園庭にも子ど
も達へのメッセージや想いが感じられました。

うぬまなかこども園／書かせない窓口体験（市民課）
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９月定例会（次回定例会）の予定

※日程は変更となる可能性があります。
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　2019 年に建設されたにんじん選果場で、最新の洗浄機や
選別機などを導入し、それまで生産者が各々行ってきた、に
んじんの洗浄・選別・箱詰め・出荷作業の集約化・効率化を
実現しました。高齢化や作業負担の増加により、一時 29 ha
まで落ち込んでいた作付面積は、現在では 42 ha まで回復し
ており、一日約 7,500 ケースを出荷しています。

         　各務原にんじんの特徴は。　
 　鵜沼地区に広がる黒ぼく土壌で栽培され、春と冬に収穫時期
　　 を迎えます。際立つ赤みと糖度の高さが特徴です。 

　第一次産業就業者が減少している状況下にあって、農作業の効率化や経費節減は重要な要素であり、今後もこの
ような施設による就業者の負担軽減は必要であると感じました。
　また、こうした施設は農家の規模拡大にも資することから所得向上にもつながり、農業の魅力を適切に PR すれ
ば就農者の増加にも期待できるのではないかと感じました。

施設紹介

Q ＆ A

所　 感

  経済教育常任委員会 (5/19)

にんじん選果場での作業内容を視察

JA ぎふ 各務原にんじん選果場

Q
A

委員会の行政（管外）視察実施状況
7 月 8 日～ 10 日  民生常任委員会
　  9 日～ 11 日  総務常任委員会
　  22日～ 24 日  経済教育常任委員会
　    23日～ 25 日   建設水道常任委員会
市外への視察内容は 12 月号に掲載予定です。

次回（10 月 1 日号）は 9 月定例会の提出議案などを掲載する予定です。

         　本市として、各務原にんじんを推進する取り組みは。
 　需要拡大や地産地消を推進するため、JA ぎふ、商工会議所、
       東海学院大学等と連携し、 各務原にんじんのブランド化を目
　　 指した地域ぐるみでの取り組みのほか、小学生を対象とした
　　 選果場見学・収穫体験事業などを実施しています。

学校給食センター／川崎重工ホッケースタジアム
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